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株式会社 ぶんか社
 


冷徹な魔法使いは奴隷少女と愛を知る　第２話






粟生慧・著

貴一みや・イラスト









※本作品の内容はすべてフィクションです。

　実在の人物・団体・事件などには一切関係ありません。








　その体に魔力を秘めつつも、力が発現することがなかったリアは、自分が稀代の魔法使い・バルバロスの弟子になるとは夢にも思わなかった。

　そんな驚きとともに、リアは安あん寧ねいの中、体を重ねた火ほ照てりの冷めない肌を寄せ合って、バルバロスの胸に抱かれていた。

「わたしが魔法使いの弟子ですか……？　でも、わたしに魔法なんて使えませんよ？」

　〝おまえを弟子にして魔力の扱い方を教える〟と、バルバロスに告げられて、リアは驚いた。

「リア、おまえの意思とは関係なく、近い内に魔力が体の中で暴走を始めるだろう。それを抑えるためには、おまえの中にある無尽蔵の魔力をコントロールするしかないのだ。そうしなければ、わたしに吸われて目覚めた魔力はおまえを狂わせて殺してしまうだろう」

　ベッドの中で、リアの頬を撫でるバルバロスが、優しい瞳で彼女を見つめた。

「コントロール……。わたしの中にある魔力を？」

　バルバロスの黒曜石の目を、リアは不思議そうに見返した。そのリアの目はまるで親鳥を信頼しきったひなのような茶の瞳だ。

　それを見たバルバロスの表情が少しだけ曇る。

「ああ……、そうだ。そうすれば、おまえは死なない」

最初から、奴隷市場に無尽蔵に魔力を持つ者がいることは予見していた。彼は自分のために、一人の人間を犠牲にするつもりだったのだ。

　そしてバルバロスは自分の尽きた魔力を補うために、リアを奴隷市場で買い求めた。

　バルバロスはそれを思い出しながら、彼の胸にしがみつく、か弱いリアを見つめた。その瞳は慈愛に満ち、愛おしげに細められる。

「わたしはおまえに死んでほしくない」

　死んでほしくないのに、バルバロス自身が生きるためにはリアの魔力が必要になる。魔力が尽き果てたバルバロスに残されている道は、死、もしくはリアの魔力を吸うことなのだ。

　黒と青の指輪をはめたバルバロスの左手がリアの頬を包み、桃色の唇に、薄い唇が重なる。

　魔力を吸い尽くして死なせるはずの少女に心動かされ、いつしかその優しさや健気さを愛するようになっていった。

　何事にも冷酷に徹してきた魔法使いは、リアの魔力を吸うことが目的だったのに、最初のうちは彼女の体に触れることすらためらっていた。

　少女と交わらずにすむ方法──性交以外で魔力を吸う方法を毎日考えていたのだ。

　肌と肌が合えば、情が芽生えると思っていたからこそ……リアを遠ざけておいたのに。

　それなのに、彼女から彼を求めてきた──。

　バルバロスを生かすために、リアは自分を捧げてくれた。

「愛している……リア」

「わたしもです……バルバロス様」

　バルバロスにひしとしがみつく柔らかな白い肢体。

　彼が慈しむように、温かな手のひらでその柔肌を撫でると、冷めやらぬ火照りが、リアの中の熱を呼び起こした。

「あ……」

　あえない吐息が彼女の口から漏れた。

　ふっくらとした甘い唇を、バルバロスが何度もついばんでは軽く吸う。唇を交わしあうかすかな音が、部屋に響く。

　バルバロスが長く細い指を這わせて、彼女の体を伝い、下腹部へと伸ばす。

　茂みに指を潜らせて、蜜に濡れた熱いそこに触れた。

　硬く膨らんだ花心に指先を添えて、くにくにと擦る。

「ふあ……ぁああん」

　リアが熱の籠もったため息をつく。

　その唇をバルバロスが塞ぎ、舌でまさぐる。半開きになった口へ、熱情の固まりのような舌が差し込まれ、リアの舌と絡まる。

　チュパチュパと互いの舌と唇を吸い合い、二人の甘い唾液が混ざり合った。

　バルバロスの巧みな指が花心をつまみ、優しくねじる。その周囲を蜜液に濡れた指でこすりつけた。

「あ……！」

　リアの腰が思わず浮いてしまう。下腹部が熱くなり、火照りが体を焼きはじめる。

　体の最奥から蜜が吹きこぼれ、彼の愛撫を貪欲に欲した。

　それに応えるように彼の指が疼うずく肉襞の中へと飲み込まれていく。

　膣壁を擦りあげる指の腹の刺激に、リアは思わず腰を動かした。

「あっ、あっぁあ……」

　高い喘ぎ声が口から漏れ出てしまう。

　彼に抱かれると、体に覚え込ませた性技などすっかり忘れてしまう。彼の指によって自在に操られ、体をよがらせてしまう。

　唇を塞いでいたバルバロスの口が離れ、首筋を伝い、徐々に下へと移りゆく。

　彼女の汗の浮かぶ肌を舌でねぶりながら、つんと立った乳首を捕らえる。

　桃色に染まった乳首の腹を舌が弄もてあそぶ。そうすると、ふにふにと柔らかかった乳首が硬く凝ってきた。

「ん、んあ、ぁあ……」

　舌を尖とがらせて薄紅色に染まる乳輪をなめると、リアの背筋にぞくぞくとしたしびれが走った。

　舌が乳首を、指が蜜壺を弄いじくる。敏感な二つの場所を責められて、それだけでリアは簡単に達してしまう。

「あ、あああ……！」

　軽い絶頂に背筋を反らせ、リアは泣いた。

　達してもバルバロスは愛撫をやめない。挿入してしまえば、止めどなく湧き出る魔力を吸い、リアは簡単に意識を手放してしまうからだ。

　だから、バルバロスはできる限り意識のあるリアの悦よろこぶ姿を味わいたかった。

　蜜がしたたるほどに濡れた膣から、ジュプジュプとあぶくを弾きながら、指が抜き差しされる。

　指は容赦なく、ぐじょぐじょと音を立ててリアをかき回した。

「ぁっ、はぁあ……バルバロス様……」

　自分もバルバロスを気持ち良くしたいと思い、リアは快感に震える手を彼の腰に伸ばした。

「わたしのことはいい」

　バルバロスにその手を制されて、思わずリアは泣き顔になる。

「わたしもバルバロス様を……」

　彼に触れたいという気持ちを抑えきれない。

　それを知ると、バルバロスがふっと笑みを浮かべる。

「わたしに体を任せていればいい」

　それだけじゃ嫌です……と、リアが抵抗する。

　けれど、その手をバルバロスに押さえつけられてしまった。

　少しだけ身を捩よじったが、リアはすぐに諦めた。意地になっても多分、バルバロスはリアを悦ばせることをやめないだろうし、彼女自身も本音を言えば、快楽に溺れていたい。

　リアは少しだけふくれっ面になる。

「いつかわたしもバルバロス様を悦ばせます」

　ふふっと彼が微笑む。

「いつも悦ばせてもらっている。おまえの体を思う存分味わって」

　そう言う彼の指がそっとリアの充血した花心に触れた。さらに硬くなった花心をふいに弾かれて、リアの腰が浮いた。

「ひゃん！」

　彼の思うままに弄ばれて、それが心の底から幸せで、リアは思わず涙ぐんだ。
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　両腕をバルバロスの首に回して、ぎゅっと抱きしめる。

「愛してます、バルバロス様」

「私もだ、リア」

　バルバロスがそそり立つ熱い欲望を、リアの柔襞に突き立てた。

　ぐっと侵入してくるそれに隘あい路ろを押し広げられて、彼女は息を飲む。

「くふ、んぅ……」

　ゆっくりと突き進む肉棒がリアの内側を強く擦り上げては抉えぐってくる。

「ふあ……！」

　何度も泣き声を上げながら、リアはバルバロスの腰に両足を絡ませた。

　ズンズンとリズミカルに情欲が体を突き上げる。

　リアは意識が背筋を通して吸い取られていくような浮遊感に襲われ、思わず叫んでいた。

「あ、はああ……っ、ぁあん、ああぁあ！」

　オルガズムが、翻弄される意識にたたみかけるようにしてリアを襲う。

　くらくらとする意識をやっとの思いで体に繋ぎ止め、彼女はバルバロスに抱きついた。

　ぎゅーっと力を込めて、強烈な快感に震える手足を彼の体に絡ませる。

　愉悦が次第に溶けていくと、リアは手足の力を抜いた。

　熱を持つ弛緩した四肢をシーツの上に伸ばし、リアは軽く息をつきながらバルバロスを見上げた。

「バルバロス様……」

　魔力を吸われた体から力が奪われ、リアの意識がもうろうとしてくる。少しでもバルバロスと話をしていたいのに、二度目の交わりで彼女は体力をかなり失っていた。

「ゆっくりお眠り」

　バルバロスが左手の指を彼女の額に当てると、リアの意識はストンと眠りの淵へと落ちていった。




　弟子になると決まった途端、それまで出入り禁止だった最上階の、バルバロスの部屋に入れてもらえることになった。

　部屋に一歩足を踏み入れたリアは、平積みにされた革表紙の本の山や、何段もの飴色の棚に並べられた様々な色の宝石、壁に飾られた見たこともない世界の地図を目にして、ほぉっと感嘆のため息をついた。

　部屋の片隅の雑多なものが置かれた木の机の側に、古ぼけた椅子が二脚ある。背もたれのない簡素な木の椅子だが、その片方がリアのための椅子だとすぐにわかった。

　リアはゆっくりと部屋の中にある、壁沿いに並べられた美しい宝石類の原石を眺めたり、壁の地図を見たり、キョロキョロと物珍しげに歩き回った。

　本は革張りで、手のひらに収まるくらいのものもあれば、一抱えある大きなものもある。その中の古い本のページを開くと、上質な羊皮紙の香りが鼻をくすぐった。

　一文字一文字が羽ペンで丁寧に書かれていて、流麗なレタリングに惚れ惚れとする。

　けれど、その文字の一つたりとも、リアには理解できなかった。

　不思議そうに、彼女はバルバロスを見た。

「これはなんと書いてあるんですか？」

　彼はそっと彼女の背後に立ち、その本を一緒に覗き込む。

「これは太古の文字だ。今のおまえには読むことも理解することもかなわない」

「それじゃあ、わたしは魔法なんて使えないのでは？」

　それを聞いて、バルバロスはふっと笑う。

「それを今から身につけていくのだ。文字を覚えれば、後は単語だけだ。文法は今とあまり変わらない。この大陸に文字と文明をもたらした人々は、我々の先祖に当たるからな」

　文明だのと説明されてもピンとこない。そんなふうにきょとんとしているリアに、バルバロスは根気強く説明する。

「今から六千年も昔の話だ」

　それを聞いてやっとリアは心底驚いて、バルバロスを見上げた。

「六千年前だなんて……そんな昔からこの国はあったんですか？」

「その頃に、この国はない。世界は数々の小さな国に分かれていたが、その小さな国を統括する強い王が現れたのだ。三人の魔法使いたちはその王に仕えていたことがある。そのときにこの本は生まれた。数々の太古の魔法が書かれている。この本を読み解けるようになったとき、おまえは一人前の魔法使いに成長していることだろう」

　リアはバルバロスの言葉に目を白黒させながら聞いていた。基本的な読み書きはできるけれど、難しいことになるとてんでわからない。

「まずは読み書きを身につけるしかない。ごく普通の本を読むだけでもかなり違うから、毎日なにがしかの本を読むといい。魔法をコントロールする方法も並行して教えよう」

　そう言われ、リアは自分の椅子に腰掛けると、基本的なことが書いてある入門書を受け取って、声に出して読みはじめた。

　その傍らの椅子にバルバロスも腰を下ろし、大きな写本を開く。時折、リアの質問に答えながら、静かに本を読む。

　そうやって、黙々と本を読み、魔力をコントロールする方法を学びながら日々は過ぎていった。




　羽毛を浮かせたりするような簡単な魔法が使えるようになると、バルバロスはリアに水鏡を見る方法を教えてくれた。

　水鏡は真鍮しんちゅうでできた丸い盆で、金が使われた縁は蔦の形をした細工で縁取られていた。その盆になみなみと水が満ちている。

　水鏡には覗き込む二人の顔が映っていたが、バルバロスが呪文を唱えると水面が揺れて、見たこともない景色が水鏡に現れた。

　彼が言うには、これは魔法の水鏡で世界中のあらゆる場所を見ることができるのだそうだ。

「すごい……！」

　勉強を始めて以来、毎日がリアにとって驚くようなことばかりで退屈することがない。

　バルバロスがリアの背中に寄り添い、その肩を抱く。

「おまえの生まれ故郷も映し出すことができる。毎日、本を読むだけでは飽きることもあるだろう。この水鏡を見て気晴らしをするのも大事なことだ。この水鏡は魔力なしに操ることもできるから魔力のコントロールもいらない。代わりに集中力が必要だが」

「バルバロス様も、この水鏡でいろいろな場所を見たりするんですか？」

　リアの無邪気な問いにバルバロスは頬を緩める。

「そういうこともできるし、他にも映し出された人と話すことができる」

「人と？」

「と言っても、それができるのは同じ魔法使いくらいだが……」

　それを聞いてリアは目を丸くする。

「バルバロス様以外に魔法使いがいらっしゃるんですか!?」

「いるとも。わたしが〝天と地を統べる魔法使い〟という話はしたな？」

「はい」

「他に二人、魔法使いがいる。〝知識を統べる魔法使い〟と〝力を統べる魔法使い〟だ」

「そのお二人とこれで話をなさるんですか？」

　この部屋で勉強をしはじめてから、リアは一度もバルバロスが水鏡を使って誰かと話をしているのを見たことがない。

「百年に一度くらいはお互いの存在を確認し合っていたが、最近、〝知識を統べる魔法使い〟はわたしの言葉に応えなくなってしまった。唯一、〝力を統べる魔法使い〟のみが気まぐれにわたしと話をすることがあるが、魔法使い同士が親しくすることは基本的にない」

　リアは、魔力をもって生まれたために、両親に売られてしまった孤独なバルバロスの過去を思い返した。

「友達を作ることもできないんですか？」

　すると、バルバロスがおかしげにふふっと笑った。

「友など、魔法使いに必要ない。知識や情報を共有することがたまにあるだけだ。例えば、某国の動向や遠く離れた地でのできごとや大地を揺るがし山をも動かすような災害で生まれた力など」

　リアも自分は孤独だったことを思い出す。バルバロスも、たった一人で生きてきたのだ。その寂しさはどれほどのものだっただろうか。

　肩に置かれたバルバロスの手に、リアが自分の手を重ね合わせる。するとリアの心を悟った彼が、彼女のか弱い手を握り返した。

「心配することなどない。わたしにはおまえがいる。おまえを愛することで私は生きる喜びを知ったのだ」

　大きな頼もしい彼の手に包まれて、リアの心がぽっと温かくなる。

「わたしもです……バルバロス様のおかげでわたしも一人じゃなくなりました。こうして一緒にいられるだけで幸せです」

　この日、二人は寄り添いあい、水鏡に映る美しい景色をいつまでも眺めていた。




　それからしばらくして、リアもだいぶ文字を覚え、そこまで難しくない本なら一人で読めるようになっていた。

　水鏡の扱いにも慣れて、今では毎日息抜きに世界中の風景を眺めることができるようになっていた。ただ、バルバロスからは人を見るときだけは気をつけるように注意された。

　水鏡に映し出された人間の中には、水鏡の魔法を通じて、覗き見る側の人間の力を操ることができる者がいるためだ。幸い、そこまで魔力の強い者は他の二人の魔法使い以外になかなか見つけられないが、用心しておいたほうがいいということだった。

　リアにとって水鏡でずっと見ていたいほど愛着のある人間は一人もいなかったし、ましてや記憶の中にある人間ですら会いたい人は家族だけだった。その家族もリアが幼い頃に戦争で亡くなっている。

「気をつけますね」

　リアは素直にバルバロスに約束したのだった。




　魔法の勉強を続けていく内に、リアは自分の勘違いに気付いた。

　バルバロスが睡眠を取らず食事もしないのは、魔法を身につけているからだろうと勝手に思い込んでいたが、実は違ったのだ。

「なぜ、バルバロス様は寝なくても平気なんですか？　わたしもそのうち平気になりますか？」

　ベッドをともにしているとき、ふと尋ねてみた。

　彼がリアの茶色の長い髪を、繊細な指で梳くしけずりながら答える。

「おまえがそうなることはない。わたしが寝ずとも平気なのは、呪具の指輪を受け継いだからだ。この呪具はわたしを人間とは違うものに変化させる力がある。だからわたしは何百年と生きることができたし、誰よりも強くあることができているのだ」

「じゃあ、その指輪を受け継ぐ前は？」

　リアの髪に、バルバロスが鼻を埋める。

「おまえと同じ人間だった。今のわたしは人間ではない」

　何百年も昔、バルバロスも自分と同じ存在だったのだと思うと、なんとも言えない気分になった。それなのに、もはや人間でないと言ったバルバロスの口調に、不思議と悲しみはにじんでいない。

「人間に戻りたいときはないんですか？」

「いや……。人間に戻ることは決してない。人間でなくなったわたしは、魔力が尽きたとき、死ぬだろう。そして、そのとき指輪を受け継ぐのはおまえであってほしい」

　急に悲しいことを言われて、リアはぎゅっとバルバロスに抱きついた。

「そんなこと言わないでください」

　そう言ったリアの額に、バルバロスが優しいキスを落とす。

「悲しまないでくれ、リア。おまえが完全に魔法をコントロールできるようになれば、わたしがいくら魔力を吸おうが、おまえが死ぬことはないし、わたしも死なずに済むのだから」

　リアはその言葉を聞きながら、いつまでも……バルバロスのために生きることができるように祈った。




　何事もなく日々が過ぎていくと思われたその日も、いつものようにリアは家事を終え、バルバロスの部屋で読書をしていた。

「いた……」

　急に胸に痛みが走り、リアは本を置いて胸に手を当てた。

　ズキズキとした痛みはすぐに治ると思っていた。けれど予想に反して、その鋭い針に刺されるような痛みがどんどん酷くなっていく。

「……！」

　あまりの痛みに、リアは胸を両手で押さえて前屈みになった。

　その異変に、バルバロスがすぐに気付き、椅子から立ってリアの前にひざまずく。

「どうした？」

　心配そうに、リアの脂汗が浮かぶ青ざめた顔を覗き込んだ。

「胸が……痛いた……」

　やっとの思いでリアはバルバロスに告げた。しかし、痛みを我慢しきれず、リアは椅子から転げ落ちそうになる。

　バルバロスはすぐさまその体を支えて抱きかかえると、床に横たわらせた。

「まさか……」

　彼の顔色が青ざめた。思い至った考えに背筋が震えたのだ。

「はぁはぁ……」

　横になったリアの顔色がますます白く、血の気が引いてくる。彼女は息を荒くつき、体を丸めた。

「魔力が暴走を始めてしまったのか……」

　このままでは体がその力に耐えきれず、彼女は死んでしまうだろう。

　何か手立てはないか、バルバロスは一瞬のうちに様々な方法を思い巡らせる。

「この方法しかない……」

　苦しむリアを見つめ、バルバロスは自分の左手にはめた指輪を抜き取った。そして、その指輪に何ごとか囁く。

　指輪はキラリと輝きを見せて、すぐに静まった。

　なんのためらいもなく、バルバロスはその指輪をリアの細い指輪にはめた。すると大きい指輪が魔法によって縮まり、細い指にぴったりと収まる。

「はぁ……はぁ……」

　次第に荒かったリアの呼吸が整っていく。

「ふぅ……」

　深くため息をついて、彼女は体をぐったりとさせて意識を失った。

　床に横たえられたリアの体にバルバロスが触れる。

「おまえが死んでしまうくらいならば……わたしは死を選ぶ」

　そう言ってリアの体を抱き上げると、彼は部屋から出ていった。




　気がつくと、リアは自分の部屋のベッドに寝ていた。

「気がついたか」

　声のしたベッドのわきにリアが視線を移す。すると心配そうに自分を窺うバルバロスがそこにいた。

「バルバロス様……わたし……」

　一体何が起こったのか飲み込めず、リアは痛かった胸に手を当てる。けれどもう胸に痛みはなかった。

「魔力が暴走を始めてしまったようだ。簡単な魔法ではおまえの膨大な魔力を押さえることは無理だった」

　どことなく悲しそうに彼は告げた。

「でも、今からもっと強い魔法を教えてもらえれば……」

　リアが上半身を起こそうとすると、バルバロスがそれを優しく制した。

「もういいのだ。今のままではまた発作が起きたとき、おまえの体がもたない」

「でも……！」

　バルバロスの視線を追うように、リアはふと自分の右手に目をやった。するといつもバルバロスの左手にはまっていた銀の指輪がはめられていた。

「これ……バルバロス様の指輪じゃないですか？」

　嫌な予感がして、リアはバルバロスを見つめた。

「おまえの魔力は封じ込めた。おまえには、その指輪は抜けないだろう」

「……！」

　リアは慌てて、指輪を引き抜こうとしたが叶わなかった。

「その指輪でおまえの魔力を封じたのだ。封じたのと同じくらいの魔力を使わなければ指輪を抜くことはできない」

　ということは、指輪があるかぎり、バルバロスに魔力を供給できないと言うことだ。

「そんなことをしたら、バルバロス様が死んでしまいます！」

　リアは必死に指輪を引っ張った。

その手に彼が手を添える。

「いいのだ。おまえが生きていることの方が重要なのだから」

「でも、でも……！」

　リアにはバルバロスが死んでしまうことのほうが耐えられない。

「おまえもわたしも生かそうと考えたのは愚かだった。おまえの魔力を甘く見ていたのだから」

　そう言うバルバロスの表情はどことなく寂しげだった。

「バルバロス様……」

　リアは納得がいかないという顔つきで、彼を見つめた。

「わたしの気持ちは……？　バルバロス様を失いたくないというわたしの気持ちはどうなるんですか？」

「……」

　彼は無言でリアを見つめて、左手を彼女の頬に伸ばす。優しく撫でつけて、悟りきったように言った。

「最期までともに過ごそう。この塔はおまえに譲る。好きにするがいい。蔵書を売るだけでもおまえが一生贅沢してもあまりある金額が手に入るだろう」

「バルバロス様……」

　リアは両手で顔を覆い、声を押し殺して泣いた。
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　バルバロスから魔力を封じ込められたリアは、少しでもバルバロスに元気になってもらおうと、彼が口にする唯一の酒類に薬草をつけ込んでみたりして、彼に飲んでもらった。

「いつもの酒のほうがいい」

　渋い顔をするバルバロスに、リアは首を横に振る。

「だめですよ。だってバルバロス様はお料理を召し上がらないんですもの。唯一召し上がるのはお酒だけ。本当なら精のつくお食事をしてほしいんですけど」

「わたしが普通に食事をしても体に栄養を取り込めるわけではないから、作るだけ無駄なことだ」

　リアは、自分のために作ったクリームシチューを口にしながら、しかめ面になる。

「本当に、この忌々しい指輪を抜いてもらえないんですか？」

　右手の指輪を睨みつけてリアは唇を尖らせる。

「だめだ」

　薬草入りの酒をたしなみながら、バルバロスは弱々しく微笑んだ。

　彼が急激に弱っているのは、リアが以前のように誰かに襲われないようにと、この塔を守護することに魔力を使いつづけているからだ。

　自分の体をさしおいて、リアの安全を優先している。それを知っているからこそ、リアは自分の力不足が歯がゆくて仕方ないのだった。

　その後もリアは朝早くから、森に精力がつく薬草やキノコを採りにいき、それらを使って料理を作り、少しでも食べてほしいと頼んでみたりした。

　それなのにバルバロスは一切口にしなかった。その間にも彼の体力はどんどん失われていき、顔色も悪くなっていく。少し歩くだけで息を切らして、次第に自分の部屋から出てこなくなった。

　その様子にリアはますます心配になって、椅子にぐったりと座り込むバルバロスに向かって声をかけた。

「バルバロス様、わたしの部屋のベッドで少し横になってはいかがですか？」

「横になってもあまり変わらない。それよりもこうしているほうがいい」

　リアはこんなとき、頑固に断るバルバロスに対して魔法が使えたらどんなにいいかと思うほどだ。けれど、指輪で魔法が使えなくなったリアにはどうすることもできない。

　そうこうしている内に、とうとうバルバロスは椅子に寄りかかることも難しくなってきた。彼を少しでも楽にしてあげたいと思ったリアは、わらを運び上げて、簡易なわら布団をこしらえた。

　意外にふかふかとしたわら布団にバルバロスを寝かしつける。

　太陽を浴びて乾いたわらは気持ち良くて、バルバロスも少しは楽になったようだった。

　それを見て、横になった彼の隣に座り込んだリアは、〝もしかしたら〟という気持ちになった。

「バルバロス様、もしかしたらほんの少しでもわたしの魔力をあげることができるかもしれないです。諦めてしまうのは嫌です」

　いつになく強い口調で言うリアを見上げて、バルバロスが微笑んだ。

「どのようなことをしても魔力をわたしに与えることは無理だ。けれど、おまえを抱きしめていたい」

　リアは唇を引き締めて、バルバロスの胸に触れた。

　幼い頃から仕込まれた性技を初めて彼に施す日がやってきたのだ。

　ここに来てから今まで一度たりともリアからバルバロスに触れたことはなかった。そうすることを彼が嫌がったからだが、彼はリアが性奴隷であることを忘れさせてくれるほど、彼女に悦びを与えてくれた。

　今度はリアがバルバロスに悦びを与える番だ。

　力なく横たわるバルバロスの頬に両手を添えて、リアはふっくらとした桃色の唇を寄せた。彼の薄い唇をついばみ、舌先でそれをなぞる。

　ちゅっちゅと柔らかな唇を吸う。バルバロスもそれに応えて、舌先を出し、リアの温かな舌をつついた。

　リアは赤子のようにその舌を含み、強く吸い、軽く食はむ。バルバロスの口の中に侵入して、彼の白い歯を舌先で舐めた。

　バルバロスの唇がリアの口を覆い、貪るように唇を重ねる。甘い唾液が混ざり合い、知らぬうちに口の端から垂れてくる。

「ん、ん……」

　リアは彼の激しい求めに応えるように何度も口づけを交わした。

　彼の黒いシャツをはだけ、白い素肌に手を這わす。

　見慣れた肉体は、細くなってもまだ筋肉で引き締まっている。唇から口を離し、リアはバルバロスの首筋から胸へと舌を移す。

　バルバロスの乳首を舌先でチロチロと弄びながら、今度は片手を彼の股間に伸ばす。

　リアの愛撫に、彼のものが呼応している。それを確かめながらズボンから硬くなったペニスを取り出すと、リアは顔を股間に寄せ、彼のそそり立つものを優しく握りしめた。

　色づいたペニスの先に舌を伸ばし、鈴口から漏れる精液を舐め取る。

　先割れたそこを舌先でくすぐってはぞろりと亀頭を刺激する。

　すると肉棒にますます血管が浮き上がり、ビクビクと震えた。

「気持ちいいですか？　バルバロス様」

　上目遣いでリアはバルバロスに尋ねた。

「あぁ、気持ちいい……リア。だが、無駄なことはよせ。それにおまえにこんなことをさせたくない」

　うっすらと頬を上気させたバルバロスが苦しげにうめいた。

「大丈夫です、バルバロス様。わたし、性奴隷だったんですよ？　殿方を悦ばせる術は知っています」

　すると、彼がくっと眉をしかめた。

「そうじゃない……わたしはおまえに奴隷のようなことをさせたいわけではないのだ。悦びを与えるのはおまえの奉仕ではなくわたしからでないと嫌なだけだ」

「バルバロス様……」

　それを聞いて、リアの胸がきゅっと締め付けられた。

「それに……」

　バルバロスが言いにくそうにリアの顔を見つめた。

「それに？」

「今のわたしは人間以下だ。制御できていたことが制御できなくなっている。おまえと愛し合えば、おまえの中に精を注ぐかもしれない。おまえに負担を与える可能性がある」

　体の中に精を放つということは子供ができるということなのだろうか、とリアは理解した。

「わたし、バルバロス様の子供ならとても欲しいです」

　すると、バルバロスが悲しそうに目元を歪ませる。

「そうではない。私の精はもう人間のものではないから、おまえを孕ませるようなことは私の意思なしにはできないだろう。それよりも問題は異質なものがおまえの中に入ることで、おまえの体が拒絶反応を示すかもしれないことだ」

「かもしれない……？」

　いつも断定的に話すバルバロスの曖昧な言葉尻が気になって繰り返した。

「そうだ……試したことがないからわからない。子供をなそうと考えたこともなかったからな。それに、今の私には精には力を加える魔力もない」

「わたしの中に射精させなかったらいいんですよね？」

　リアはバルバロスに「そうだ」と言ってほしくて懸命にすがりついた。

　バルバロスは首を横に振る。

「そういう問題ではないのだ。おまえはわたしと交われば魔力をわたしに与えることができると考えているのだろう？」

　安易な考えかもしれなかったが、その通りだった。リアはバルバロスと交わりさえすれば、自分の魔力を彼が吸うことができるのではないかと望みをかけていたのだ。

　だから、バルバロスからそう言われて、ショックを隠しきれなかった。

「できないんですか？」

　バルバロスが左手を彼女の頬に伸ばして悲しげに微笑む。

「できない。そうなるようにおまえの魔力を指輪で封じたのだから」

　その言葉には、バルバロスの慈愛がにじんでいた。それを感じ、リアは溢れる涙を止めることができなかった。

「絶対外します！」

　リアはいきなり指輪を握って、渾身の力で引き抜こうとしたが、あまりの痛さに手を離した。

「痛い……！」

　見ると、わずかにずれた指輪の下の指の皮が裂けたようになって、血が滲んでいる。

「やめておけ。指がちぎれるぞ」

「指を切ったら指輪は抜けますか？」

　バルバロスは首を振る。

「いや、何であってもその指を切ることはできない。以前言ったように私の魔力と匹敵する魔力を持つものが抜かなければ封印は解けないのだ」

　リアは悔しい気持ちを隠しきれず、血の流れる指を押さえつけて、声を殺して泣きつづけた。




　リアはその日もぐったりと横になっているバルバロスを気にしながら、何か方法はないだろうかと、部屋にある書物をひっくり返す勢いで目を通していた。高い棚に保管している書物まで取り出してはページをめくる。

（なんでもいい、この指輪を外す方法が載っている本はないかしら……）

　魔法書の中に封印に関することばかり書いてあるものを見つけて、リアはその書物にじっくりと目を通していった。

　難しいことだらけだったけれど、〝封印されたものを解放する魔法に関する事項〟という箇所を見つけて、指で文字を追いながら、ゆっくりと読み進めた。

「バルバロス様、わたし、封印を解く方法を見つけました！」

　嬉しくなって、リアは横たわる彼に声をかけた。

けれどバルバロスは身動ぎもしなかったが、か細い声で答えた。

「……どんな魔法でも、おまえを指輪から解放することはできない……」

「でもやってみないとわかりません！」

　リアは懸命に難しい魔法の文字を読み解こうとした。

「準備するもの……と」

　部屋を見渡すと、本に書いてある道具は全てそろっていた。リアがそれをかき集めて机の上に乗せる。

　ただ、この魔法は高等魔法だったので、簡単な魔法しか使えないリアには難しすぎた。

　長い詠唱を半日も間違えずに唱えるなんて、リアには到底無理だったが、意を決して実行することにした。

　まずは詠唱できるか試してみたが、見たこともない文字が並んでいて、肩を落とした。まだ習っていない上級言語で書かれていたからだ。

「ふりがなくらい付けてくれたら唱えられるのに……」

　すると、横になったバルバロスがか細い声で言った。

「無理だ。その魔法を使いこなすには魔力が必要になる。今までおまえが覚えてきた下級言語による初歩的な魔法などとは論理構造自体が違うのだ」

「言葉が難しいだけで、同じものじゃないんですか!?」

　リアは悲しくなって感情を抑えられなくなってきた。

「違うのだ、リア。おまえの覚えたものは魔力を使わずとも発動する論理構造の魔法だ」

「じゃあ、なぜ最初からわたしに魔力が必要な魔法を教えてくれなかったんですか？　だって魔法を覚えるのは、わたしの中の魔力をコントロールするためだって！」

　思わず責めるような言い方になってしまってから、リアは気付いて口を押さえた。

「ご、ごめんなさい……」

　小さな声で謝ると、横たわって顔が見えないバルバロスが笑ったような気配がした。

「おまえは悪くない。最初に魔力を必要とする魔法を教えなかったのは、おまえがまだ魔法をコントロールできないと思ったからだ。初歩の魔法で魔力を制御しながら一般的な修行の仕方を教えていた……だが……」

　くっとバルバロスが笑った。

「そんな生ぬるい方法を選んでいる場合ではなかったと言うことだ。無理矢理にでもおまえが上級魔法を使えるように教えるべきだったようだ」

「バルバロス様は悪くありません」

　リアは本を机に置いて、横たわるバルバロスに駆け寄ってひざまずいた。

「だって、こんなこと、バルバロス様には予想もできなかったんでしょう？」

　バルバロスが仰向けになり、リアを見つめる。

「ああ、残念だが」

「魔力を使えなくてもできる方法で、わたしはバルバロス様を助けてみせます！」

　リアは立ち上がり机に置いた書物を棚に戻すと、埃をかぶった本に手を伸ばし、また一冊一冊丁寧に目を通していった。




　三日経ってもこれといった方法も見つからず、リアは途方に暮れていた。

　すると、バルバロスが階下の部屋にも本があると教えてくれたので、リアは鍵束をもらい、その部屋に向かった。

　そこは今まで鍵がかけられていて覗いてみたこともなければ、掃除のために入ったこともない部屋だった。けれど今は、バルバロスから受け取った鍵束がある。

　ガチャリと鍵を差して重厚な木の扉を開き、リアは中に踏み込んだ。真っ暗な部屋で魔法を唱えて光をともす。これもバルバロスから習った魔力なしで使える魔法だ。

　唱え終えると、部屋の壁に取り付けられているカンテラから煌々と光があふれ出した。

　照らし出された、ずらりと並んだ本棚は途方もない量で、この中から目当ての本を見つけ出すのに、一体何日かかるだろうかとリアは圧倒されてしまった。

（それでも、バルバロス様のためにはまずこの封印を絶対に解かないと……）

　どのくらい時間が残されているかわからないけれど、ギリギリまで封印を解く方法を探しつづけようとリアは決意した。

　はしごを使い、上から順に革の背表紙の文字を読んでいく。明らかに魔法の本とは違うものを除外していっても、膨大な書物は分類もされず、乱雑に並んでいるために、それを仕分けるだけでも時間がかかりそうだった。

　最初はわかる程度で魔法書や書物の種類を分けていたが、リアは次第にそんなこともしなくなり、ついに床に平積みにしていった。

　あらかた本棚をあさり終わったとき、リアは本棚の陰に置かれた、手のひらサイズの書物を見つけた。

「何かしら？」

　リアは何も書かれていない表紙をめくり、中を見た。

　羽ペンで無造作に走り書きされたメモだった。

「バルバロス様の文字？」

　この文字は魔法の言語でなく、読み書きで習ったものだったのですらすらと読めた。

　日付は入っていないが、どうも日々のメモのようだ。

「日記？」

　最近のものではなく、ずいぶんと昔のもののようで、現在使われている薄くて上質な紙ではなくてごわごわとした紙が使われたものだった。

　リアはたどたどしくその文字を目で追っていく。

『水鏡の試用を兼ねオルキュラスと論議』

　そんな簡単なことだけを書いているが、読み進めていくうちに、このオルキュラスという人物が魔法使いだとわかってきた。

（〝知識を統べる魔法使い〟なのかしら？　それとも〝力を統べる魔法使い〟？）

　けれど、このメモでリアでもわかったことがある。

（あの水鏡のことだわ……）

　遠くを見ることができて、魔法を使わずに済む水鏡。

（あれなら今のわたしでも使うことができるわ！）

　水鏡で特定の人物を見る方法は学んでいたから、自分にもオルキュラスを見ることができるかもしれない。

　ただ、話す方法だけがわからなかった。

（場所がわかれば、馬に乗ってそこに行けばいいわ。どんな場所にだって必ず行ってみせる……！　この魔法使いなら、きっとこの指輪を抜く魔力があるはずだもの！）

　あまりに無謀な決心だった。けれど、今のリアに残されている方法はこれしかなかった。




　日に何度も様子を見にいっていたけれど、ここ数日は時間との闘いだったから、リアはバルバロスの世話をじっくりとする暇がなかった。

　それでもリアは日に日に弱っていくバルバロスのために、この日も薬酒を持ってきて、コップに注いだ。

「バルバロス様、薬酒ですよ」

　しかし、すでにバルバロスは一人ではコップを持って薬酒を飲めないまでに衰弱していた。

　リアは悲しさに目頭が熱くなるのを必死で堪えて、口に薬酒を含み、力なく横たわる彼の頭を支えて、唇を重ねた。

　薄く開いたバルバロスの口の中に薬酒を含ませ、こくんと彼が飲み込むのを確認すると唇を離した。

　バルバロスがかすかに目を開き、うっすらと笑みを浮かべる。もはや言葉も出ないようだった。

「バルバロス様……。わたし、バルバロス様の日記を見てしまいました。そこでオルキュラスという魔法使いがいることを知りました。この人が前にお話ししていた〝知識を統べる魔法使い〟ですか？」

　バルバロスが首を横に振る。

「じゃあ、〝力を統べる魔法使い〟なんですね」

　リアは急いで立ち上がり、水鏡に水を張った。

「今からオルキュラス様と話します。きっと封印を解く方法を知っているから」

　それを聞いたバルバロスが眉をしかめて弱々しく首を振った。けれど、リアはそれに気付かなかった。

　水鏡の盆を棚から取り出して机に置くと、水差しの水を注いだ。

　水面が揺らめき、リアの顔を映す。

（オルキュラス様……オルキュラス様……）

　バルバロスに教えてもらったとおり、心の中で強く念じる。

　水面にゆらりと影が差す。一瞬黒く染まり、やがてそれが本当の暗闇を映し出したものだと知った。

　暗闇の中にポツンポツンと青白い明かりが浮かぶ。どうやら、燐光を利用したランプのようだった。

　暗闇は果てしなく続いているように思えた。

　盆に映る景色が、まるで実際にリアが歩いているような速度で移動していく。

　リア自身も水鏡の中に自分が落ちて、その暗闇を歩いているような気持ちになってくる。

　とぼとぼと暗闇の中を歩いていくと、やがて赤いたいまつの光が見えてきた。

　ぼうぼうと燃えさかるたいまつからは熱を感じない。魔法の産物だろうかと、リアは横目で見ながら通り過ぎた。

　たいまつのおかげで暗闇ではなくなり、リアは石造りの廊下を歩いていることに初めて気付いた。

　冷たい石壁と固い床。濃い灰色の石は表面がゴツゴツとして、生き物の気配も感じさせない。

　冷たい空気がリアの頬を撫で、乾いた石の匂いがする。

　たいまつが燃えるパチパチという音と、固い床を踏みしめるコツコツというリアの靴底の音だけが響く。

　延々と続くように思えた廊下をしばらく歩くと、左右に鉄の扉が現れた。扉の向こうからは生臭い匂いが漏れてくる。

　低い唸うなり声のようなものも聞こえた。

（狼か何かを閉じ込めているのかしら……？）

　水鏡を覗いていて、こんなふうに匂いや音が聞こえるようなことは初めてだった。

　本当にその場所にいるように感じながら先を進むと、やがて行き止まりの正面に最後の鉄の扉が見えた。

　この鉄の扉は、それまで通り過ぎてきた無骨な扉と違い、力強い装飾が施されていた。

　太陽とその燃えさかる炎を表した紋様からは、熱を感じるほどだ。

　その扉を、幽霊のようにリアは通り抜けていった。

　薄暗闇から一転し、部屋の中は煌こう々こうとした明かりに満ちていて、水鏡を覗いていたリアは思わず目をつぶった。

　うっすらと目を開けて部屋の中を見渡すと、バルバロスの部屋と似たような部屋が広がっていた。

　ただ違う点は、バルバロスの部屋のほとんどが木でできているのに対して、この部屋は何もかもが大きな石を積んだり、くり抜いたりして作られていることだった。

　冷たい印象の部屋の壁をくり抜いて作られた本棚に、膨大な本がずらりと並べられている。

　リアは目を見開いて、その本の山を見つめた。

　そのときふと、この部屋は煌々と眩しいのに、光源がどこにもないことにも気付いた。

　そのことで、やはりここはオルキュラスの部屋なのだとリアが確信したとき、いきなり体が固まってしまった。

「うっ」

　リアは思わず声を上げた。

　まるで、リアの細い首をだれかが締め上げているようだ。
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「うぅ……」

　あまりの苦しさに、リアは両手で首を覆い、身を捩った。

「……まえ……れだ？」

　耳元で若い男の声が響く。

「うう……」

　次第に言葉がはっきりと聞こえてくる。

「おまえは誰だ？　何を探っている」

　リアは必死で答えようと口をパクパクとさせた。

「リ……ァ……」

　ふと、首を締め付ける力が弱まった。

「リア……バルバロスが引き取った娘か」

　思いも寄らない言葉を声の主が告げた。

「かはッ……はぁはぁ……」

　姿は依然として見えないけれど、水鏡からは強力な魔法使いの気配を感じ取ることができる。

　震える手で水鏡の縁を握りしめ、リアは息を荒げながら水鏡を覗き込んで問いかけた。

「……あなたはオルキュラス様……ですか？」

「そうだと言ったらどうする？」

　声だけが相変わらず聞こえてくる。

「俺に魔法でもかけるつもりなのか？」

「いいえ、いいえ……お願いがあるんです……！」

　リアは必死で話しかけた。

「願い……？」

　オルキュラスの声が震えているが、笑いを堪えているようにも聞こえる。

「願いごとなら、バルバロスにでもすればいいだろう？」

　リアはその言葉で、オルキュラスがバルバロスの現状を知らないのだと悟った。

　言うべきか言わないべきか迷ったけれど、バルバロスの状態を言わなければ、自分の願いを聞いてくれるとは思えなかった。

　けれどそれが本当に賢明なことかわからない。

　封印を解くにはオルキュラスの力を頼らねばならない。

　バルバロスはオルキュラスと親交があった。

　敵同士ではないかもしれない。

　それに封印を解いてもらえば、バルバロスがオルキュラスに負けるわけがない。

「ああ、そうか。バルバロスには言えないことなんだな？」

　察し良く、オルキュラスの声が言った。

　リアはそれに乗じて、はいと頷く。

「わたしの指にはめられた指輪を取ってほしいんです」

「バルバロスには言えないことをわざわざ俺に頼む理由はなんだ？」

　声が意地悪く尋ねてくる。

　リアは嘘をつくより他に方法を思いつかなかった。

「バルバロス様に指輪をはめられたんですけど、この指輪を外すことが課題になっているんです。課題というのは、魔法の練習のことです」

「ならば、バルバロスの塔にある書物からその方法を見つければいいだろう」

　リアはこれだけは正直に言った。

「見つけたんですけど、上級魔法を教えてもらっていないので唱えられなかったんです。どんな方法でもいいと言われたので、わたしにもできる一番いい方法を選んだんです」

　声がふふっと含み笑う。

「どんな方法……それはいい。それで悪知恵を働かせて、俺に連絡を取ろうとしたんだな？」

「そ、そうですっ」

「バルバロスにこのことを黙っていていいのか？」

　リアは不安になり、バルバロスの様子を窺うかがった。彼はぐったりと横になったままだった。それでもしっかりと視線を彼女に向けている。

　心配そうな瞳を見て、リアはまるでバルバロスを裏切ってしまったように感じた。

　けれど、この指輪を外さないことには彼を助けることができない。

「バルバロス様は今わたしの後ろでこの様子を見ておられます」

「じゃあ、やつはちゃんとこのことを知っているというわけだな」

　ふーん、と声が面白そうにつぶやいた。

「指輪を外せばいいのか？」

　リアはほっとして頷く。

「そうです！」

「いいだろう、外してやっても構わない」

「本当ですか！」

　リアは安堵のため息をついた。これでやっとバルバロスを苦しみから解放することができる。

「良かった……」

　オルキュラスがおかしそうに含み笑った。

「だが、ただで俺に封印を解かせようと思っているならお門違いだ」

「え……？」

　リアはオルキュラスの言葉にドキリとした。

「それくらいはわかっていると思っていたんだけどな」

　その声と同時に水鏡に張ってある水面がざわざわと揺らいだと思うと、ざざっと盛り上がり、水でできた手が現れた。

「キャッ」

　その手がリアの顎を取る。

　水はさらに盛り上がり、人の頭になり、やがて人の上半身になった。

　ちょうど人間が水鏡から上半身を覗かせたような形になる。

　その水が、バルバロスの部屋を見渡し、リアを見つめた。

「おまえが覗いているのと同じように俺もここを覗けるとは思ってなかったのか？」

　リアは息を飲む。

「まぁ、いい。おまえが弱ったバルバロスに魔力を供給しているのは知っている。バルバロスに頼らずに俺を見つけ出したことは褒めてやろう」

　冷たい水でできた指が、つーっとリアの頬をなぞった。

「条件がある。おまえの魔力は魅力的だ。俺の研究対象にしたい。もし俺の元に来るなら、封印を解き、バルバロスには定期的におまえの魔力を与えてやろう」

　リアはオルキュラスの目を見つめた。

　水でできた瞳には色などなく、向こうがすけて見えるだけだった。

「わたしの力をバルバロス様に与えることができるんですね？」

　バルバロスに魔力を与えることができれば、彼は死なずに済む。

　たとえ、リアがそばにいることができなくなっても……。

「……リ……ア……」

　リアの背後で苦しげなバルバロスの声が聞こえてきた。

　振り向きたくても、リアの顔はオルキュラスに固定されていて、動かすこともできない。

「さぁ、どうする？」

「リア……」

　バルバロスの声が気になって仕方ない。

　目頭が熱くなり、リアは泣きそうになった。

　もしかするとリアの下した判断がバルバロスを苦しめるかもしれない。

　けれど、リアにとってバルバロスが死んでしまうことのほうが苦しい。

　どちらも苦しいけれど、バルバロスが生きていてくれるなら、そのほうがずっといい。

「バルバロス様……わたしのわがままを許してください……」

　リアは自分の顎を捕らえるオルキュラスの手に、自分の手を添えようとした。それが承諾の合図だった。

「だめだ……リア」

　ガタンと音がして、リアはバルバロスが立ち上がったのだと悟った。

「バルバロス様……」

　リアの胸の内で裏切ってしまったのだという思いが広がっていく。

　バルバロスのためを思って、彼の思いを裏切り、去ってしまう自分のことを後悔した。バルバロスに恨まれても当然だと思った。

（でも、バルバロス様が生きていてくれるなら……どんなふうに思われても構わない……！）

　リアがオルキュラスの手を握ろうとしたとき、背後から伸びてきたバルバロスの手がリアの頬をかすめて、オルキュラスの手を握った。

「手を引け、オルキュラス……」

　上体を起こすのもやっとだったはずのバルバロスがリアの背後に立ち、リアを連れ去ろうとするオルキュラスを阻んでいる。

「へぇ……よほどこの娘が大事だと見える。それくらいこの娘には魅力的な魔力があるんだろうな」

　ますます欲しくなったと、オルキュラスが囁いた。

「おまえにリアは渡さない」

　バルバロスがリアを引き離すと、オルキュラスの体が崩れて水の触手に早変わりした。

　まるで先の鋭い刃のようになった水が、バルバロスに襲いかかった。

　弱ったバルバロスではその攻撃をうまくよけることができず、ズシャッズシャッと触手に肌を裂かれて、見る間に血まみれになっていく。

「バルバロス様！」

　リアはバルバロスにすがりつき、襲いかかってくる水の触手を睨みつける。

「バルバロス様を傷つけるのはわたしが許さない！」

　オルキュラスの理不尽な攻撃に、リアは頭がくらくらするくらい興奮していた。

　怒りが沸騰しそうで、目の前が真っ赤になる。体が熱くなって、わなわなと武者震いした。

　その間も触手の攻撃は続いている。リアは自分の肌をかすめる鋭い触手をよけながら、バルバロスの前に仁王立ちになった。

　すると、今度はリアが触手の攻撃の餌食になってしまった。

　何度も触手に皮膚を裂かれながらも、リアは崩れ落ちたバルバロスの盾になった。

「力尽くでも連れていくぞ！」

　オルキュラスの声が部屋中に響く。

　触手がリアを包み込もうとした、そのとき──。

　リアは渾身の力で右手にはまった指輪を掴んだ。

（これを外さないと、バルバロス様に魔力を与えられない。今ここで外さないとバルバロス様が殺されてしまう──!!）

　指輪を引っ張ると皮膚が剥がれて指までもげてしまうような痛みが襲ってくる。

　けれど、ここで外さなければ……！

「あああああぁぁぁぁぁ!!」

　叫びながら、渾身の力でリアは指輪を引き抜いた。

　その途端、リアの体が金色に輝き、カッと太陽の熱い日差しのように光を放った。

　それはリアの中で押さえつけられていたあり余る量の魔力だった。その魔力にバルバロスの全身がさらされる。
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「リア……!!」

　魔力を全身に浴びたバルバロスはすっくと立ち上がると、両手で体を撫でつける。

　すると、噴き出していた血が止まり、スッと傷も消えてなくなった。

「オルキュラス、諦めろ！」

　弱り果てていたはずのバルバロスが元の力強い彼に戻っている。

「バルバロス様……！」

　リアが叫んだのと同時に、バルバロスが呪文を唱えて、水の触手に左手をかざした。

　バシュッという音ともに、触手が飛び散って、水鏡の水が見る間に蒸発した。

「しょうがない、今回は引き下がるよ」

　どこからともなくオルキュラスの声が響き、部屋はしんと静まった。

　バルバロスがリアの体を優しく包み込む。

「どこにも行くな……」

　リアの体は所々が金色に輝いていたが、やがて普通の肌色に戻った。

　それでもじんじんと体が火照っている。

「わたし……」

　一体何が起こったのか、リアにはわからず、バルバロスの黒曜石の瞳を見上げた。

「魔力が解放されたのだ。おまえの意思が、おまえの魔力を支配できるようになった。だから指輪の封印が解かれたのだ」

「でも、そんなこと……できるわけありません……」

　リアは自分のことが信じられず、つぶやいた。

　バルバロスがリアの頬を両手で包み込む。

「おそらく、おまえの怒りが魔力を呼び起こしたのだろう……。呼び起こされた魔力がおまえの生命力と呼応して金色の光になって放たれた。それは魔力の爆発だったのだ。その爆発に飲まれたわたしは魔力を直接浴びることができた」

　バルバロスがいつもの優しい笑みを浮かべる。

「自覚はないかもしれないが、今も、おまえの魔力を感じている」

　リアは慌てて自分の体を眺める。

　不思議なことに、触手に裂かれた肌は自然と治癒していた。

「金色に光ってますか？」

　不安そうに尋ねると、バルバロスがリアの額にキスをした。

「おまえを無理やりに愛さずとも、抱きしめるだけで魔力を感じられる」

　リアは唇を噛みしめる。

「嫌です……」

　リアの心は複雑に揺れはじめた。

（バルバロス様に無理やり愛されたことなんてない……）

「どうしたのだ？」

「嫌です……バルバロス様にいつもいつも愛されていたいです。無理に愛されてなんかいません」

　リアは、ぎゅっと両腕でバルバロスの体に抱きついた。

「魔力をコントロールできるようになったなんて思いたくないです。いつもバルバロス様に愛されていたいです！」

　リアにとって、それは初めてのわがままだった。

「リア……。おまえが嫌でなければ、わたしもおまえをいつも愛したい。愛し合いたい……」

　二人はしばらく抱きあい、顔を見合わせた。どちらともなく顔を寄せ、リアの柔らかな唇とバルバロスの官能的な薄い唇が重なり合った。

　クチュクチュと舌を絡ませて、二人は愛を確かめる。

　熱い感情が胸に押し迫ってきて、リアは興奮でまなじりに涙を浮かべた。そのまなじりをバルバロスが口づけで拭う。

「どうして泣くのだ？」

　優しい言葉にリアの胸は締め付けられる。

「バルバロス様に愛されて、本当に幸せです……でもわたし、バルバロス様を裏切りました」

　バルバロスを裏切って、オルキュラスの元へ行こうとした自分を責めずにはいられなかった。

　リアの唇に、何度もキスを降らせながら、バルバロスが笑う。

「おまえはわたしを裏切ったのではない。わたしを助けようとしたのだ。それを忘れてくれるな」

「でも、バルバロス様の元を去ろうとしました」

「今は何も言うな」

　ぎゅっと腰を取られ、彼の熱情が口の中で暴れて、リアの吐く息も飲み込んでしまう。

　激しい求めにリアは肩を上下させて荒く息をつく。

　口を離しても追い求められて、すぐに塞がれてしまう。

　チュパチュパと音を立てて、リアの唇を思う存分、バルバロスは味わった。

　やっと唇を放し、今度は熱い息をリアの耳元に吹きかけて囁く。

「愛している……絶対にわたしの元を去ろうとするな、金輪際……もしそんなことをしたらわたしはおまえを地の底まで追いかける」

　リアの胸がドキリとする。バルバロスならば、きっとそうするだろう。

　たとえ、リアがうさぎに姿を変えようと猟犬のように見つけ出すだろう。

「もう絶対に離れません……」

　リアも決して離れないと約束した。もしも離れたとしても心はいつもそばにいると誓った。死んでもそばにいると……。

　バルバロスの舌がリアの耳たぶを舐めて、白い歯で軽く食む。唇に含み、舌先でくすぐりながら吸う。

　くすぐったさと欲情にリアの小さな体は震える。

　リアの両腕をしっかりと掴んで支え、バルバロスは白いうなじを愛撫した。

　首すじにチュッチュとキスをして、唇でまさぐる。

　それからバルバロスはひざまずいて、リアの服を優しい手つきで脱がしていった。

　パサリとワンピースがリアの足下に落ちる。肌着だけになった細い肩の稜線りょうせんを唇がなぞっては吸いつき、赤い斑紋を作る。

　肩紐を外すと、かろうじて肌着がリアの胸に引っかかる。

　バルバロスは彼女の腰を取り、小柄な彼女の胸に吸いつき、柔らかな丸みを堪能した。

　白い肌に見る間に赤い花が咲いていく。

「ん、ん……」

　強く吸いつかれる度につきんと軽い痛みを感じて、リアは軽く声を上げた。

　けれどその痛みも次第になんとも言えない感覚に変わっていく。

　バルバロスの唇が丸みの頂点に埋もれる乳首を探り当て、くぼんだそれを舌で刺激すると、つんと凝った乳首が顔を出した。

「あ……」

　じんわりとした快感が、リアの胸から広がっていく。

　丹念に愛撫されて、バルバロスの愛情が胸に染みる。

「愛してます……」

　自然と言葉が口から漏れた。

　それに応えるようにバルバロスの愛撫がさらに激しくなっていく。

　乳首の際を舌先がくすぐり、横腹をなぞって、口に含んで舌先が乳首の先を弄ぶ。

「あ、あぁ……」

　敏感になったリアの体が、バルバロスの舌の動きに反応して、ブルブルと震えた。

　腰に回されたバルバロスの腕を両手で握りしめて、感極まってくずおれそうな体を精一杯支える。

　けれど、乳首への愛撫だけでリアの体はふわりと軽くなり、まるで宙に浮いたような感覚に包まれた。

　じわじわと下半身から湧き上がる感覚に体の芯が火照り、腹の奥がキュンと引き締まる。

「あ、あああっ」

　リアは軽く達して、ガクガクとする膝を折り、バルバロスにすがりついた。

　バルバロスはリアの胸から唇を離すと、彼女をわら布団の上に横たわらせる。

　ふわりと乾燥したわらのいい匂いが、リアの鼻をくすぐる。太陽の香りだ。それと、バルバロスのムスクと白檀が混ざり合ったようないい香りもする。

「バルバロス様の香り、大好きです」

　すんすんと鼻を鳴らして、バルバロスの黒いシャツの中に鼻を埋めた。

「おまえの匂いはシャボンと太陽の香りがする……」

　バルバロスがうっとりと答えた。

「それにおまえのここは甘い果実の香りだ」

　バルバロスは頭をリアの下腹に持っていき、すっかり甘い蜜で濡れそぼった彼女の股間を両手で開いた。

　その甘酸っぱい香りを放つ股間に顔を埋めて、茂みに隠れたリアのかわいらしい場所を探り当てて、すっかり興奮に赤く膨らんだ陰核を愛おしそうに口に含む。

「ひゃっ」

　リアは腰を跳ねさせて、突然の快感に驚いた。

　ぞろりとした舌の腹が、彼女の敏感な部分を包み込み、唇が硬くなった粒を咥える。

　コリコリと唇がうっ血している花の蕾を刺激しては、舌で頭を優しく撫でた。

「あっ、あっあっ……！」

　堪らなくなってリアは大きな声を上げた。

　バルバロスの舌戯から逃れようと、腰を浮かせて尻を動かすけれど、彼の手がしっかりと彼女の腰を捕らえていて放さない。

　ちゅうと陰核を強く吸われるたびに、リアは泣くような叫び声を上げた。

「だめ……！　あぁ、そんなに激しく……バルバロス様ァ！」

　リアの両手がわらにかぶせたシーツを強く掴んで捩った。

　真っ赤に充血した粒に白い歯を当てる。軽く食み、くにくにと動かすとびくりとリアの腰が跳ねる。

　リアは自分の体に火がついたように熱く感じ始めた。

　バルバロスの愛撫に敏感に反応して、リアは背中をのけぞらせ、ピクピクと痙攣する。

「あ、あ、あああ……」

　リアの最奥から熱い蜜汁があふれ出して、太腿の内側を濡らしていく。

　蜜襞がうねうねとうごめいて、きゅうと締め付けると、ブルブルと腰が震え、あえない声が漏れた。

「はぁあ、あぁ……」

　陰核への愛撫でまたもオーガズムを味わった。

　リアは胸を反らして余韻に浸る。

「はぁはぁ……」

　そんな熱が冷めやらないうちに、硬くなった蕾を舌先がなぞってつついてくる。

「んぁっ」

　一声鳴くと、それに応ずるようにバルバロスの長い指がリアの秘処の中へと潜り込む。

　ざらりとした蜜襞の中を彼の指の腹がヌチュリと擦り上げる。

　柔らかく弾力のある膣は、彼が擦り上げて襞を撫でる度にヒクヒクと収斂した。

　指が抜き差しされると、ますます蜜があふれ出して、淫猥な水音を立てる。

　クチュクチュという音と、抜き差しされる指の感触、舌先で嬲られる陰核への刺激が、リアの感覚をおかしくしていく。

「ひゃ、ぁあ……うぅん……！　ん、ぁあ！　ぁあっ！」

　リアが一際鳴く場所に、バルバロスがクイクイと指を押しつける。

　ぞくぞくとする震えがリアの体を支配して、四肢がこわばった。

　ジュプッと泡を吹きながら甘酸っぱい蜜をかき混ぜる指の容赦ない動きに、リアの痙攣は止まない。

「あ、あ、あああ……！」

　爪先をきゅっと丸めると、リアはガクガクと震えながら軽く達した。

　秘処にしたたる蜜をバルバロスがすする。

「あ……やめ……」

　そんなことしないでと、リアはか細い声で請うた。

「もっとしてほしい、と言うふうに聞こえる」

「そ、そんなことない……」

　リアは弱々しく首を振る。

　快感の震えにいまだ体が熱く火照っているのに、バルバロスの指先がリアの中に差し込まれて、グチュグチュとかき回した。

「ぁあ……」

　陰核への刺激がなくなった分、激しい愉悦はないけれど、充分気持ちよくて、リアは目をうっすらと閉じた。

　半開きの唇を、バルバロスに塞がれる。

「ん、ん……」

　唾液すら呑み込む甘い口づけに、リアの意識はとろんと蕩けてしまう。

　彼女の上下する腹に、バルバロスの熱い棍棒が触れたのがわかる。

　それを感じ取って、リアの胸がキュンとなる。彼の剛直を差し込まれる期待に、体が痺れてくる。
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　難なく彼を飲み込み、ズブリと奥まで引き込んだ。蜜襞のうねりが彼を包み、ぎゅっと引き絞る度に、彼は色っぽくうめいた。

「う……」

　きゅっとしかめられた眉が愛おしくなって、リアは覆い被さってくる彼の首筋に腕を巻き付ける。

「愛している……」

　薄い唇が、かすれた低い声で囁いた。

　その低音にリアの最奥が気持ちよく収斂しゅうれんすると、バルバロスは奥まで貫く熱い陰茎をゆっくりと引き抜き、ぐいっと勢いよくリアを突いた。

「あぁあん……！」

　衝撃が背筋を駆け上っていく。

　快感がまるで龍のようにリアに巻き付き、背骨を這い、頭を突き抜けていった。

　激しい抽送にリアは嗚咽を上げながら、バルバロスの体にしがみつき、彼の細い腰に足を巻き付ける。

　より一層深くリアの中を蹂躙じゅうりんしようと、バルバロスは彼女を貫いてくる。

「あっ、ぁ、ぁあ、あ」

　間断ない喘ぎ声に、ますますバルバロスの剛直は刺激されて硬く太くなっていく。

　ぐりぐりと秘処を抉られて、リアは狂ったようにバルバロスの名を叫んだ。

「バルバロス様……！　バ、バルバロス様ぁっ」

　震える口からは愛してるという言葉が出ず、泣き叫ぶことしかできない。

「あ……あぁーっ……!!」

　リアの喉から一際高い声が漏れた。

　ガクガクと四肢を痙攣させて、ぎゅっとこわばる。汗にまみれた体をバルバロスに密着させて、しばらくの間、息も荒く抱きしめていた。

「はぁはぁ……」

　次第に四肢から力が抜けて、魔力を吸われたときとは違う倦怠感が全身を襲う。

「愛してます……バルバロス様……」

　リアの中に硬い剛直を差し込んだまま、愛おしげにバルバロスがリアの頬や唇にキスを落とす。

「わたしもだ……これからは、おまえの意思でいつでもわたしに魔力を与えることができる……」

　リアは満面の笑みで答える。

「こうやって愛し合っているときにそうしたいです……キスでも抱きしめ合ってても、いつでも……」

「おまえの望むとおりに」

　バルバロスも慈しむように微笑んだ。




　リアの魔力は開花した。

　交わらずともリアの意思で魔力をバルバロスに与えることができるようになった。

　それでも二人は確かめずにはいられない。

　二人の愛を、二人の絆を……。




　しかし……。




　薄暗闇の堅牢な冷たい石の城で、オルキュラスは水鏡を使って、そんな二人の様子を眺めていた。

　〝天と地を統べる魔法使い〟と匹敵するだけの力を持つ〝力を統べる魔法使い〟の技はバルバロスですら止めることができない。

　オルキュラスはフードを深くかぶったまま、水面を眺める。

「こんな面白いものを独り占めにはさせないからね……」

　そして、フードの陰から垣間見える唇の端を上げて、薄く笑った──。








★おわり★











冷徹な魔法使いは奴隷少女と愛を知る　第２話






  初版発行　２０１９年７月１日

  著　者■粟生慧

  発行人■大島雄司

  発行所■株式会社 ぶんか社

  
    〒１０２－８４０５

    東京都千代田区一番町２９―６

  

  (C) Satoru Ao 2019

  


  ※本書の一部・あるいは全部を当社の許可なく複製、転載、上演、放送することを禁止します。




item/image/gaiji-heart.png





item/image/img-005.jpg





item/image/img-004.jpg





item/image/img-003.jpg





item/image/img-002.jpg





item/image/img-001.jpg





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		奥付













Guide





		表紙



		本編











item/image/cover.jpg





item/image/kuchie-001.jpg





